
報道関係者各位
Press Release

2025年10月9日

北宋美術の名品がずらり！ 歌川国芳「通俗水滸伝」現存74作品が一堂に！！

大阪市立美術館開館90周年記念特別展「水滸伝」
会期：2026年7月11日（土）～9月6日（日） 会場：大阪市立美術館

2026年7月11日（土）～9月6日（日）の期間、大阪市立美術館にて、大阪市立美術館開館90周年記念特別展「水滸伝」

を開催いたします。

『水滸伝』は、『三国志演義』、『西遊記』、『金瓶梅』と並ぶ中国四大奇書の一つで、明時代に成立した武侠小説です。物語では、

北宋時代末期、国政への不満を抱いた宋江をはじめとする豪傑108人が梁山泊という要塞に集い、革命を起こします。『水滸伝』自体

は史実ではありませんが、『宋史』には徽宗朝で宋江率いる36人が梁山泊（実際に山東省西部に存在した沼沢）近辺で反乱を起こ

したという記録があり、この宋江反乱の史実をもとに物語が形成されたとみられています。

『水滸伝』の構成は年代ごとに増減があるものの17世紀に70回本が成立し、日本へは江戸時代に輸入され、日本においても爆発的

な人気を得ました。曲亭馬琴が葛飾北斎の挿絵で『新編水滸画伝』を出版したほか、馬琴は『水滸伝』の日本版ともいえる『南総里見

八犬伝』等を著すなど、翻案作品も多数書かれました。歌川国芳が大胆な構図と美麗な彩色によって豪傑たちを描いた浮世絵は今な

お新鮮な魅力を放っています。

本展は『水滸伝』の物語をつぶさに紹介するものではなく、『水滸伝』に導かれながら北宋～清の中国美術、および江戸～現代の日本

美術を広く展観するものです。これまで『水滸伝』に関わる展覧会は、版本や国芳の浮世絵にフォーカスしたものが中心でした。本展は中

国美術を含む多彩な作品や資料を通じて『水滸伝』の世界を多角的に提示することで、その魅力を深く味わっていただく、今までにない

試みです。

『水滸伝』は現代日本においても小説、映画、ドラマ、漫画、ゲーム等の各メディアで高い人気を誇るコンテンツです。本展のねらいは、

同書をきっかけとして広い世代に中国と日本の美術に親しんでいただくことにあります。同時に、同書における単純ではない「忠義」のありよ

うとその受容史から、各時代の世相や思想、理想を知り、翻っては私たちの生きる現在を考える契機としたいと考えています。

展示作品

歌川国芳《通俗水滸伝豪傑百八人之一個（壱人）》江戸時代・19世紀 個人蔵
国芳の出世作としても、また日本における水滸伝ブームのきっかけの一つとしても重要な作品。当時日本に流入した中国の水滸伝図像
を摂取しつつ、国芳ならではの創意にあふれた傑作である。108人の全図は確認されていないが、74図が現存する。

燕文貴《江山楼観図》北宋・10-11世紀 大阪市立美術館
太宗朝の宮廷画家。相国寺壁画制作に参加した。相国寺は北宋の都開封の最大の寺院で魯智深が菜園番をつとめた場所。

［1］九紋龍史進 跳澗虎陳達 ［2］入雲龍公孫勝 ［3］清河県之産武松

［4］



展覧会名：大阪市立美術館開館90周年記念特別展「水滸伝」
会期 ： 2026年7月11日（土）～9月6日（日）
休館日 ：月曜日（祝日の場合は開館し、翌平日休館）※ただし8月10日は開館

開館時間：午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）
会場 ：大阪市立美術館 ［〒543-0063 大阪市天王寺区茶臼山町1-82］
主催 ：大阪市立美術館、読売新聞社
美術館公式HP：https://www.osaka-art-museum.jp/
お問合せ： 大阪市立美術館 06-6771-4874

※展示作品、会期などについては諸事情により変更する場合があります。※詳細は決まり次第、随時発表します。

巡回：2026年9月19日（土）～11月8日（日） 東京ステーションギャラリー

【報道に関するお問合せ】

大阪市立美術館開館90周年記念特別展「水滸伝」広報事務局（ネネラコ内）
E-MAIL ／suikoden@nenelaco.com TEL ／06-6225-7885 FAX ／06-7635-7587

〒531-0072 大阪市北区豊崎3-15-5 TKビル

広報用画像を提供いたします。ご希望の場合は下記よりお申込みください。

［申込フォーム］https://forms.gle/Q2wJfYKcfvHp6Xqt8
※入力が難しい場合は、広報事務局までお問い合わせください。

【広報用画像使用に関する注意事項】
■本展広報目的での使用に限ります（会期終了まで）。使用後は、データの破棄をお願いいたします。
■展覧会名、会期・会場名のほか、画像掲載の際は作品名、所蔵先を必ずご掲載ください。
■画像は全図でご使用ください。トリミング、文字乗せなどの加工・改変はできません。
■転載、再放送など、二次使用される場合は別途申請をお願いいたします。なお、展覧会終了後の二次使用はできません。
■webサイトに掲載する場合は、72dpi 以下、400×400pixel 以下の解像度にし、コピーガードをかけてご掲載ください。
■基本情報、画像使用などの確認のため、ゲラ刷り・原稿段階のものを「広報事務局」にお送りください。
■掲載・放送後は、必ず掲載紙（誌）、掲載URL、同録DVDを下記「広報事務局」までお送りください。

［広報画像・キャプション一覧］ご希望の画像番号の□に✓をお願いします。

［広報画像申込書］大阪市立美術館開館90周年記念特別展「水滸伝」

貴社名／ ご所属部署／

ご担当者／ TEL／

E-mail／

貴媒体名／ 媒体種／

掲載号・露出予定日／ 月号（ 月 日号） ／ 月 日発売予定 □WEBへの転載あり

サイトURL／

媒体プレゼント用チケット／□希望（2組4名まで）※１点以上の広報用画像使用必須

お送り先／〒

番号 クレジット一覧

1□ 歌川国芳《通俗水滸伝豪傑百八人之一個 九紋龍史進 跳澗虎陳達》文政10年（1827）頃 個人蔵

2□ 歌川国芳《通俗水滸伝豪傑百八人之壱人 入雲龍公孫勝》文政末～天保前期（1828～33）頃 個人蔵

3□ 歌川国芳《水滸伝豪傑百八人之一個 清河県之産武松》文政10年（1827）頃 個人蔵

4□ 燕文貴《江山楼観図》北宋・10-11世紀 大阪市立美術館
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